2009年8月6日

2009年度化学工学会SIS部会

コストエンジニアリング分科会・関東関西合宿議事録

1、 日　時

　　　2009年7月31日(金)　13：00～17：00

8月1日(土)   8：00～12：00

2、 場　所

　　　泉郷荘（川崎重工グループ宿泊施設）神戸市北区有馬

3、 出席者　(順不同、以下敬称略)

斎藤(ｺｽﾄ工学研究所)、大石(大石ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ)、岡本(ﾋﾟｰｼｰｴﾑ関西)、金谷(ｶﾜｻｷﾌﾟﾗﾝﾄｼｽﾃﾑｽﾞ)、白石(出光興産)、清水(日立造船)、豊岡(ｶﾈｶ)、鹿子島(ｶﾈｶ)、中西(ﾀﾞｲｾﾙ)、福井(ｼｰｱﾝﾄﾞｼｰｴﾝｼﾞﾆｱｰｽﾞ)、本橋(NIPPO)、川端(神鋼E&M)＜以上12名＞

4、 報告・議題

1 オリエンテーション

スケジュール確認と施設使用上の注意事項

2 総合司会、書記、会計

総合司会：白石

書記：川端（1日目）　金谷（2日目)

会計：白石

3 斎藤会長挨拶

　　　　　　　　　化学工学会年鑑(2009年版)が10月に発行され、ｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞについても記載している。最近、ｺｽﾄｺﾝﾄﾛｰﾙやｺｽﾄｽｹｼﾞｭｰﾙ業務に女性の登用が目立つ。

化学工学会本部より活動の成果を問われている。そのためには何らかのプロダクトが必要であり、本合宿において議論したい。

4 参加者自己紹介（内容割愛）

　　　今回、初めて本橋氏（NIPPO）が参加された。

5 2009年度計画説明及び討議

　　　　　・毎年、論文発表を繰り返しているが、学会からの補助金に対する成果物として集大成した1ランク上のプロダクトが必要ではないか。また、他部会、分科会との接触もない。

　　　　　・与えられたテーマではなく、メンバーが実際に役に立つ内容であり、現役組にとっては企業への具体的に貢献出来る内容が望ましい。

· HPを見直した中で、過去の分科会での議事録を添付している。ﾃｸﾆｶﾙﾚﾎﾟｰﾄのﾃｰﾏも入れている。

· 今回、秋季大会にも7件発表する。また、過去2～3年の活動を纏めれば、これがプロダクトとなり得る。

　　　　　　　→今年度中に纏めることを目標として役割分担とスケジュール案を作成する。（白石幹事担当）

　　　・秋季大会9月17日が当分科会発表日　16日幹事会にてCE分科会の活動報告をする。(斎藤会長と白石幹事が出席予定)

　　  

6 2008年度会計報告と2009年度予算

　　　　白石会計より説明あり、全員了承された。

　　　　※繰越金について、今後30千円以上は学会に上納することになる。

7 化学工学会秋期大会発表内容確認

· 発表は午前：一般講演4ﾃｰﾏ、午後：展望講演1ﾃｰﾏ+一般講演2ﾃｰﾏ

(発表時間は展望講演1時間、一般講演各20分

・座長　午前：金谷／午後：白石

・金谷氏からｻﾝﾌﾟﾙを送るので、発表者は簡単な経歴書を作成し、各座長にメールのこと

ア、一般講演：タンク浮屋根構造強化工事積算ツールの構築（白石）

　　イ、一般講演：企業価値向上のための投資の計画と評価（大石）

　　ウ、一般講演：プロジェクトスケジュールのリスク管理（福井）

　　エ、一般講演：プロジェクトのリスク分析手法について（清水）

　　オ、展望講演：TCMﾄｰﾀﾙｺｽﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの業績評価について（斎藤）

　　カ、一般講演：TCMﾄｰﾀﾙｺｽﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｽｹｼﾞｭｰﾙ計画と開発について（斎藤）

　　キ、一般講演：ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ、ﾍﾞﾝﾀﾞｰの評価・選定法（鹿子島）

　　　　全般的に出来ているが、省略すべき点や時間の配分に検討が必要との意見が出た。

8 ﾌﾘｰﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

· 最近の材料費の変動が激しく、対応に苦慮している。対策としてｴｽｶﾚｰｼｮﾝ条項を

付けている。

· 「工場長ｽｷﾙｱｯﾌﾟﾉｰﾄ」「現場ﾘｰﾀﾞｰｽｷﾙｱｯﾌﾟﾉｰﾄ」を出版した。引き続き「現場改善ﾘｰﾀﾞｰｽｷﾙｱｯﾌﾟﾉｰﾄ」を執筆中。(大石)

以上
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